
『
薬
性
能
毒
』
と
『
注
能
毒
』
は
、
曲
直
瀬
一
渓
道
三
が
金
元
医

学
の
薬
性
説
に
よ
っ
て
編
し
た
一
渓
道
三
の
代
表
的
薬
物
害
と
し
て

知
ら
れ
る
。

し
か
し
両
書
の
刊
本
は
、
玄
朔
（
二
代
道
三
）
の
校
訂
を
経
た
江

戸
期
の
も
の
で
、
『
薬
性
能
毒
』
は
二
巻
本
、
『
注
能
毒
」
は
三
巻
本

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
前
者
に
注
を
加
え
た
も
の
が
後
者
だ
と
簡
単

に
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
そ
れ
が
妥
当
か
否
か
を
再
吟
味
し
て
承
た

い
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
こ
れ
ら
書
物
の
編
纂
経
緯
を
確
認

す
る
こ
と
に
も
な
る
。

刊
本
『
薬
性
能
毒
』
に
は
、
巻
末
に
玄
朔
の
識
文
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
玄
朔
が
慶
長
一
三
年
（
一
六
○
八
）
に
新
着
の
『
本
草
綱
目
』

曲
直
瀬
道
三
の
『
薬
性
能
毒
』
に
つ
い
て

宗
田

を
い
ち
早
く
利
用
し
て
一
渓
道
三
の
能
毒
害
の
増
訂
を
行
い
、
薬
名

の
配
列
も
上
巻
に
草
部
、
下
巻
に
菜
部
、
穀
部
、
果
部
、
木
部
、
介

部
、
獣
部
、
石
部
を
収
め
分
類
し
て
い
る
二
巻
本
を
底
本
と
し
て
い

る
の
に
対
し
、
刊
本
『
注
能
毒
』
は
、
一
渓
道
三
の
二
巻
本
能
毒
害

に
数
種
の
薬
物
を
追
加
し
た
二
巻
本
に
天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
に

注
文
を
付
し
た
も
の
を
底
本
に
し
た
三
巻
本
で
あ
り
、
『
注
能
毒
」

の
本
文
の
方
が
、
一
渓
道
三
の
本
文
の
古
形
を
残
し
て
い
る
よ
う
に

象
え
る
。

こ
の
一
渓
道
三
の
能
毒
害
の
二
巻
本
か
ら
三
巻
本
へ
の
改
訂
に
も

玄
朔
が
関
与
し
て
い
て
、
玄
朔
の
識
文
を
持
つ
『
薬
性
能
毒
』
三
巻

本
が
あ
り
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
秋
に
校
正
し
た
正
本
が
失
わ

れ
た
た
め
、
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
に
写
し
直
し
た
旨
の
記
載
が

あ
る
。
こ
の
三
巻
本
の
薬
名
配
列
は
、
刊
本
『
注
能
毒
』
と
全
く
同

一
で
、
使
用
頻
度
の
高
い
も
の
を
上
巻
に
、
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
を
中

巻
に
、
さ
ら
に
低
い
も
の
を
下
巻
に
収
め
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
刊
本
『
薬
性
能
毒
』
の
底
本
は
、
三
巻
本
『
薬
性
能
毒
』
を
玄

朔
が
増
訂
し
二
巻
本
に
編
纂
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
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刊
本
『
注
能
毒
』
の
本
文
に
は
誤
記
が
ま
ま
ぷ
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
中
巻
の
一
甘
草
」
の
條
を
、
刊
本
『
注
能
毒
』
①
と
三
巻
本
『
薬

性
能
毒
』
②
と
で
比
較
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
解
薬
毒
、
和
草
石
、
咽
痛
、
咳
嗽
、
熱
寒
薬
用
之
、
緩
其
熱
、

菫
中
痛
、
寒
、
載
諸
薬
。

中
滿
ニ
ハ
、
下
焦
の
急
病
ニ
ハ
、
発
散
潟
下
ニ
ハ
、

②
解
薬
毒
和
草
獅
咽
痛
咳
嗽
、
（
精
童
中
痛
熱
薬
用
之

緩
其
熱
、
寒
薬
用
之
、
緩
其
寒
、
載
諸
薬
、

（
朱
字
．
．
…
・
禁
用
ま
た
は
毒
の
意
）
中
滿
…
…

ち
な
み
に
、
刊
本
『
注
能
毒
』
の
甘
草
の
條
の
注
文
に
興
味
深
い

記
載
が
あ
っ
て
、
甘
草
は
使
用
頻
度
の
高
い
薬
な
の
に
上
巻
に
入
れ

ず
に
中
巻
の
巻
首
に
収
め
た
の
は
、
甘
草
が
頻
度
は
高
い
が
少
量
を

使
う
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
林
竹
の
た
め
に
七
一
種
の
後
に
五
五
種
の

薬
性
を
教
え
た
と
き
、
そ
の
初
め
に
甘
草
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
あ

亨
（
》
Ｏ

こ
の
林
竹
と
は
、
森
山
林
竹
と
い
う
文
盲
の
弟
子
で
、
一
渓
道
三

が
林
竹
の
頼
承
で
香
附
子
か
ら
始
め
て
七
一
種
の
薬
性
を
教
え
、
さ

ら
に
甘
草
か
ら
始
め
て
五
五
種
を
追
加
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

一
渓
道
三
に
は
、
右
の
一
年
前
の
永
禄
八
年
（
一
五
六
六
）
八
月

二
○
日
に
編
し
た
『
本
草
能
毒
』
と
題
す
る
三
巻
本
が
別
に
あ
り
、

二
一
○
種
の
薬
物
を
収
め
る
。

一
渓
道
三
は
、
享
禄
四
年
（
一
五
一
三
）
に
田
代
三
喜
か
ら
能
毒

を
伝
授
さ
れ
て
以
来
、
能
毒
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
た
成
果
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
上
で
翌
年
の
『
日
用
薬
性
能
毒
』
へ
と
結

実
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
日
用
薬
性
能
毒
』
一
巻
本
が
さ
ら

に
編
纂
し
直
さ
れ
て
二
巻
本
と
な
り
、
さ
ら
に
玄
朔
の
校
訂
を
経
た

三
巻
本
へ
と
進
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。

右
の
林
竹
伝
授
の
時
期
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
一
渓
道
三
の
二
巻

本
能
毒
害
の
元
本
も
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
『
日
用
薬
性
能
毒
』

と
い
う
一
巻
本
が
あ
り
、
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
閏
八
月
一
三
日

に
出
雲
の
毛
利
元
就
の
陣
中
で
一
渓
道
三
が
編
し
た
も
の
で
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
『
雲
陣
夜
話
』
よ
り
数
ヵ
月
早
い
編
纂
で
あ
る
。

本
書
は
田
代
三
喜
の
晩
年
に
伝
授
さ
れ
た
師
伝
一
二
○
種
に
、
其

の
後
の
一
渓
道
三
の
経
験
を
加
え
た
伝
外
五
三
種
の
計
一
七
三
種
の

薬
物
を
「
草
木
玉
石
次
第
不
同
」
一
巻
に
編
し
た
も
の
で
、
こ
の
書

が
一
渓
道
三
の
『
薬
性
能
毒
」
の
祖
本
で
あ
る
。
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ち
な
桑
に
、
田
代
三
喜
の
『
能
一

元
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
能
毒
集
』
も
現
存
し
て
お
り
、
そ
の

（
京
都
府
京
都
市
）

『
本
草
綱
目
』
の
わ
が
国
へ
の
伝
来
年
、
お
よ
び
そ
の
初
版
で
あ

る
金
陵
本
の
伝
存
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
定
説
が
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
に
訂
正
。
追
加
す
べ
き
知
見
を
得
た
の
で
報
告
し
た
い
。

『
本
草
綱
目
』
の
日
本
へ
の
伝
来
は
、
こ
れ
ま
で
慶
長
十
二
年
（
一

六
○
七
）
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
『
徳
川
実
記
』
の
同
年
四
月
の

条
に
、
「
（
林
羅
山
が
）
長
崎
に
て
本
草
綱
目
を
購
求
し
、
駿
府
に
献

じ
奉
る
」
と
記
録
さ
れ
お
の
に
よ
る
。
白
井
光
太
郎
・
南
方
熊
楠
・

渡
辺
幸
三
・
岡
西
為
人
一
．
上
野
益
三
・
木
村
陽
二
郎
ら
諸
氏
は
、
い

ず
れ
も
こ
の
説
を
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
林
羅
山
の
第
三
子
の
春
斎
が
ま
と
め
た
羅
山
の
年
譜

（
一
六
六
二
年
刊
『
羅
山
先
生
集
附
録
』
巻
一
）
に
は
、
定
説
を
遡

る
記
録
が
見
え
る
。
「
既
見
書
目
」
と
通
称
さ
れ
る
こ
の
記
録
は
、

『
本
草
綱
目
』
の
伝
来
と
金
陵
本

宣
〆、

柳

誠
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